
平成元
1989年

2
1990

3
1991

4
1992

7
1995

5
1993

8
1996

6
1994

9
1997

10
1998

伊
勢
市
の
主
な
出
来
事

世
の
中
の
主
な
出
来
事

11
1999

・
消
費
税
導
入
（
４
月
）

・
東
西
ド
イ
ツ
統
一
（
10
月
）

・
湾
岸
戦
争
勃
発
（
１
月
）

・
雲
仙
普
賢
岳
大
火
砕
流
発
生（
６
月
）

・
東
海
道
新
幹
線
「
の
ぞ
み
」

　

運
転
開
始
（
３
月
）

・
サ
ッ
カ
ー
Ｊ
リ
ー
グ
開
幕（
５
月
）

・
関
西
国
際
空
港
開
港
（
９
月
）

・
阪
神・淡
路
大
震
災
発
生（
１
月
）

・
長
野
冬
季
五
輪
・

　

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
（
２
月
）

・
ア
メ
リ
カ
同
時
多
発
テ
ロ
発
生

　
（
９
月
）

市町村合併前は
旧伊勢市 ･旧二見町
旧小俣町 ･旧御薗村
の出来事です。

伊勢市の
平成年表

年12
2000

13
2001

　「平成」の時代もあとわずかとなりました。皆さんは平成の時代にどの
ような思いがありますか。
　ここでは、平成30年間の「伊勢の歩み」を広報紙で振り返ります。これ
からも伊勢市は、新しい時代に向かって着実に歩みを進めていきます。

～
平
成
か
ら
新
し
い
時
代
へ
～

広
報
紙
で
振
り
返
る

平
成
の
伊
勢

広報
伊勢市 の 情 報 を お 届 け し ま す No.257

4 15号
平成31年（2019年）

◦
御
薗
村
制
１
０
０
周
年
（
４
月
）

◦
小
俣
総
合
体
育
館
完
成
（
４
月
）

◦
台
風
19
・
20
号
で
大
き
な
被
害
（
９
月
）

◦
天
皇
皇
后
両
陛
下
が
ご
即
位
報
告
の
た
め

　
ご
来
勢
（
11
月
）

◦
ハ
ー
ト
プ
ラ
ザ
み
そ
の
完
成
（
６
月
）

◦
世
界
タ
ー
ト
ル
マ
ラ
ソ
ン
伊
勢
大
会
開
催（
９
月
）

◦
伊
勢
自
動
車
道
開
通
（
３
月
）

◦
お
は
ら
い
町
に
お
か
げ
横
丁
オ
ー
プ
ン（
７
月
）

◦
お
白
石
持
行
事
（
７
～
８
月
）

◦
第
61
回
神
宮
式
年
遷
宮
（
10
月
）

◦
伊
勢
二
見
鳥
羽
ラ
イ
ン
開
通
（
４
月
）

◦
県
営
サ
ン
ア
リ
ー
ナ
完
成
（
５
月
）

◦
世
界
祝
祭
博
覧
会
「
ま
つ
り
博
・
三
重
'94
」

　
開
催
（
７
～
11
月
）

◦
伊
勢
市
制
90
周
年
（
９
月
）

◦
伊
勢
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
オ
ー
プ
ン（
４
月
）

◦「
み
え・ス
カ
イ
フ
ェ
ス
タ
２
０
０
０
」開
催（
10
月
）

◦
全
国
ス
ポ
ー
ツ・レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
祭
開
催（
11
月
）

世界祝祭博覧会「まつり博・三重 '94」開催
平成6年11月25日号

大型連休期間中の業務案内
（ 休 日・ 夜 間 応 急 診 療 所、
伊勢総合病院など）は、14 ～
15 ページに掲載しています。



30
2018

16
2004

18
2006

20
2008

22
2010

24
2012

26
2014

28
2016

17
2005

19
2007

21
2009

23
2011

25
2013

27
2015

29
2017

14
2002

15
2003

伊
勢
市
の
主
な
出
来
事

世
の
中
の
主
な
出
来
事

・
F
I
F
A
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ

　
日
本
と
韓
国
の
共
同
開
催

　
（
５
～
６
月
）

・
中
部
国
際
空
港
（
セ
ン
ト
レ
ア
）

　
開
港
（
２
月
）

・
愛・地
球
博（
愛
知
万
博
）開
催

　
（
３
～
９
月
）

・
郵
政
民
営
化
（
10
月
）

・
東
日
本
大
震
災
発
生
（
３
月
）

・
２
０
２
０
年
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の

　
開
催
地
が
東
京
に
決
定
（
９
月
）

・
大
阪
府
北
部
地
震
、西
日
本
豪
雨
、

　
北
海
道
胆
振
東
部
地
震
な
ど
全

　
国
で
自
然
災
害
が
相
次
ぐ

31
2019年

年

平成

伊勢市の
平成年表

～平成から新しい時代へ～

広報紙で振り返る 平成の伊勢

◦
伊
勢
河
崎
商
人
館
開
館
（
８
月
）

◦
賓
日
館
が
資
料
館
と
し
て
開
館
（
11
月
）

◦
尾
崎
咢
堂
記
念
館
開
館
（
11
月
）

◦
ア
テ
ネ
五
輪
・
女
子
マ
ラ
ソ
ン
で
野
口
み
ず
き

　
選
手
が
金
メ
ダ
ル
獲
得
（
８
月
）

◦
台
風
21
号
に
伴
う
大
雨
で
大
き
な
被
害（
９
月
）

◦
山
田
奉
行
所
記
念
館
開
館
（
５
月
）

◦
市
町
村
合
併
に
よ
り
新
伊
勢
市
誕
生（
11
月
）

◦
お
木
曳
行
事（
第
一
年
次
）（
５
～
７
月
）

◦
お
か
げ
バ
ス
運
行
開
始
（
４
月
）

◦
お
木
曳
行
事（
第
二
年
次
）（
５
～
７
月
）

◦
レ
ジ
袋
有
料
化
開
始
（
９
月
）

◦
伊
勢
赤
十
字
病
院
が
移
転
・
開
院
（
１
月
）

◦
伊
勢
南
北
幹
線
道
路
開
通
（
12
月
）

◦
伊
勢
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
完
成
（
２
月
）

◦
伊
勢
市
駅
前
広
場
の
整
備
が
完
了
（
７
月
）

◦
お
白
石
持
行
事
（
７
～
９
月
）

◦
第
62
回
神
宮
式
年
遷
宮
（
10
月
）

◦
市
制
施
行
10
周
年
（
11
月
）

◦
伊
勢
志
摩
サ
ミ
ッ
ト
開
催
（
５
月
）

◦
全
国
菓
子
大
博
覧
会
「
お
伊
勢
さ
ん
菓
子
博

　
２
０
１
７
」
開
催
（
４
～
５
月
）

◦
台
風
21
号
に
よ
る
記
録
的
大
雨
で
大
き
な

　
被
害
（
10
月
）

◦
平
成
30
年
度
全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会

　
（
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
）
開
催
（
７
～
８
月
）

◦
新
伊
勢
総
合
病
院
開
院
（
１
月
）

※市町村合併前は旧伊勢市 ･旧二見町 ･旧小俣町 ･旧御薗村の出来事です。

野口みずき選手金メダル獲得お伊勢さん菓子博 2017 伊勢志摩サミット開催
平成16年9月10日号平成29年6月1日号 平成28年7月1日号

台風 21号による被害 お白石持行事インターハイ開催 お木曳行事（陸曳）
平成29年12月1日号 平成25年10月1日号平成30年9月15日号 平成19年7月1日号
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企画調整課（☎21–5510　 21–5522）
　10月１日から、消費税が８％から 10％に引き上げられます。このことに伴い、消費税が課税さ
れている公共施設の使用料などについて、税率の引き上げ相当分の料金改定を行います。
（例：1,080 円→ 1,100 円）
　なお、料金を改定するものと、改定しないものがありますので注意してください。
※改定後の料金などは、各担当課へ問い合わせてください。

改定する項目 問い合わせ先
各施設使用料
体育施設（庭球場、野球場、
サッカー場、武道館、体育館、
プール、小中学校グラウンド・
体育館）

スポーツ課
（☎ 22－7891）

市民館 人権政策課
（☎ 21－5545）

伊勢市生涯学習センター

社会教育課
（☎ 22－7886）

二見生涯学習センター
小俣農村環境改善センター
市立の各公民館
（学習等供用施設を含む）
小俣図書館（2階ホールなど）
いせ市民活動センター

市民交流課
（☎ 21－5549）

コミュニティセンター
（二見地区を除く）
矢持会館
コミュニティセンター
（二見地区） 二見生活福祉課

（☎ 42－1111）二見老人福祉センター
賓日館

小俣老人福祉会館 小俣生活福祉課
（☎ 22－7858）

神社海の駅 監理課
（☎ 21－5582）

ハートプラザみその 福祉総務課
（☎ 21－5557）福祉健康センター

コミュニティ消防センター 消防本部総務課
（☎ 25－1264）

改定する項目 問い合わせ先
各施設使用料
シンフォニアテクノロジー響
ホール伊勢（観光文化会館）

文化振興課
（☎ 22－7885）

伊勢河崎商人館
伊勢古市参宮街道資料館
尾崎咢堂記念館
山田奉行所記念館
労働福祉会館

商工労政課
（☎ 21－5568）産業支援センター

サンライフ伊勢
吹上駐車場 管財契約課

（☎ 21－5526）朝熊ふれあい会館
ごみ処分、水道料金など
廃棄物投棄場の使用料 清掃課

（☎ 21－5544）粗大ごみなどのごみ収集手数料

水道料金、下水道使用料など 料金課
（☎ 42－1501）

水道加入金、設計手数料など 上水道課
（☎ 42－1509）

その他
墓地管理手数料 環境課

（☎ 21－5541）小俣納骨堂使用料
公園・道路の 1カ月未満の占
用料など

維持課
（☎ 21－5589）

都市計画図などの販売 都市計画課
（☎ 21－5591）

差額ベッドなどの利用料、診
断書などの文書料、診察券再
発行や証明書などの手数料、
健康診断料など

伊勢総合病院
（☎ 23－5139）

◇料金改定しないもの
　住民票・印鑑登録・戸籍・課税関連などの各種証明手数料、住宅使用料、保育料、
　離宮の湯入浴料、コミュニティバス運賃、清掃工場でのごみ処分など

◇料金改定するもの
　公共施設の使用料・利用料・一部の手数料、水道料金、下水道使用料など
　（主なものは、下表のとおり）

10月１日 から料金 を改定消費税増税に伴い
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職員課（☎21–5505　 21–5522）
　市では、行政効率を高め、市民の皆さんが利用しやすい組織とするため、４月１日から次のとおり、
組織の一部を変更しました。

変更内容 変更後 主な業務内容

情報戦略局
情報調査室

行革・公共施設マネジメ
ント部門を企画調整課
へ移管し、新たにＩＣＴ
を推進する業務を加え、
課名を変更します。

情報戦略局
情報政策課

◦�市政の推進に係る情報の収集・発信
に関すること
◦基幹統計調査に関すること
◦ＩＣＴの活用の推進に関すること
◦官民データの活用推進に関すること

産業観光部
国体推進課

国体推進業務を、産業観
光部から新たに設置す
る国体推進局へ移管し
ます。

国体推進局
国体総務課

◦総務企画全般に関すること
　�（予算編成、広報、県国体担当課と
の連絡調整）

国体推進局
国体競技課

◦�開催に向けた環境整備に
関すること
　�（交通対策、宿舎・駐車
場確保、警備防災業務）

４月から市の組織が一部変わりました

戸
籍
住
民
課
（
☎
21－

５
５
５
３　

21－

０
０
１
０
）

※�

当
日
は
、
本
館
の
正
面
玄
関

か
ら
は
入
れ
ま
せ
ん
の
で
、

「
休
日
・
夜
間
入
り
口
」
を

利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

伊
勢
市
オ
リ
ジ
ナ
ル

　
　
　
　
　
特
別
受
理
証
明
書

　
専
用
窓
口
で
、
こ
の
日
に
向

け
て
準
備
し
た
「
伊
勢
市
オ
リ

ジ
ナ
ル
特
別
受
理
証
明
書
」
の

案
内
を
し
ま
す
。

　
な
お
、
当
日
申
し
込
ん
だ
特

別
受
理
証
明
書
の
発
行
は
、
お

預
か
り
し
た
届
書
が
正
式
に
受

理
さ
れ
た
後
と
な
り
ま
す
。

種
類

◦
賞
状
タ
イ
プ�

◦�

ま
ち
キ
ュ
ン
（
ゼ
ク
シ
ィ
提

供
）〔
２
パ
タ
ー
ン
〕

◦
さ
く
ら

◦
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

◦
ハ
ー
ト
〔
２
パ
タ
ー
ン
〕

材
質　
全
種
類
に
伊
勢
和
紙
を

使
用
し
て
い
ま
す

手
数
料　
１
通
に
つ
き
１
４
０

０
円
（
郵
送
の
場
合
は
別
途
郵

送
料
２
２
０
円
が
必
要
）

対
象
と
な
る
人　
伊
勢
市
役
所

（
本
庁
・
各
総
合
支
所
・
各
支

所
）
へ
戸
籍
の
届
出
を
し
た
人

※�

届
出
者
は
、
市
民
や
本
籍
人

で
あ
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

対
象
と
な
る
届
出

◦
婚
姻

◦
離
婚

◦
養
子
縁
組

◦
養
子
離
縁

◦
認
知

※�

特
別
受
理
証
明
書
は
、
５
月

７
日
㈫
以
降
も
申
し
込
み
で

き
ま
す
。

５
月
１
日
㈷

「
婚
姻
届
専
用
窓
口
」
を

 　
　
　
　
開
設
し
ま
す

ま
ち
キ
ュ
ン
特
別
受
理
証
明
書

　
改
元
を
記
念
し
、
５
月
１
日

㈷
に
は
多
数
の
婚
姻
届
の
提
出

が
予
想
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
市

で
は
、
婚
姻
届
専
用
の
窓
口
を

開
設
し
ま
す
。

　
専
用
窓
口
で
は
婚
姻
届
の
預

か
り
の
み
と
な
り
、
住
民
異
動

届
の
受
け
付
け
や
証
明
書
の
発

行
は
で
き
ま
せ
ん
。

　
そ
の
他
の
戸
籍
の
届
書
に
つ

い
て
は
、通
常
の
休
日
窓
口（
本

館
・
１
階
守
衛
室
）
で
受
け
付

け
ま
す
。

　
ま
た
、
住
民
票
な
ど
の
証
明

書
は
、
自
動
交
付
機
（
御
薗
総

合
支
所
入
り
口
横
）
や
コ
ン
ビ

ニ
交
付
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て

く
だ
さ
い
。

婚
姻
届
専
用
窓
口
の
場
所

戸
籍
住
民
課

（
市
役
所
本
館
・
１
階
）

とこまる

婚姻届
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多目的
グランド

小俣総合体育館
明野小学校

墓

市営大仏山公園
スポーツセンター

スタート＆ゴール

P

P
P野球場

テニスコート

池

管理事務所

明星郵便局

県営大仏山公園

ゆるやかな
上り坂

ゆるやかな上り坂が
続きます。
森の中の道路です。

歩道がないので
車に注意！

急な上り
階段

展望テラスから
は市内が一望で
きます。

下り坂

下り坂

展望テラス展望テラス

1㎞★

2㎞
2.3㎞

★

3㎞

3.3㎞

★

4㎞

約4.7㎞

★

橋

健康課（☎27–2435　 21–0683）

伊勢のまちを
楽しく ウォーキング
ウォーキングは、「いつでも」「誰でも」「どこでも」

気軽にできる健康法です。
市内の名所や公園などを楽しみながら歩いてみてはいかがですか。

大仏山公園周辺散策コース　ウォーキングマップNo.63

市内のウォーキングコースを紹介48

腕は肩から振り
ましょう。腕振
りの仕方やその
大きさは、歩行
スピードに合わ
せて自然に。

ウォーキングルート情報

お尻から太ももの
裏側を意識して使
いましょう。

地面は蹴らず、押しましょう。

足の上にしっかり
体を乗せて歩きま
しょう。

運動レベル �ややきつい
特　徴 �大仏山公園と展望テラスへの出入り道路は
　　　　上り坂ですが、その他は平坦です。

距　離 �約 4.7Km　　　 時　間 �約 60～70分
歩　数 �約 7,000 ～ 7,500歩�

平均心拍数 �約 100拍/分（最大心拍数の約 50％）
※�展望テラスへの上りでは、約 135拍 /分（最大心拍数の約 70％）に上昇。

体重 1Kg当たり3.7Kcal
例えば、体重 60Kg の人の場合　3.7Kcal × 60Kg ＝ 222Kcal
おにぎり約 1.3 個を消費したことになります。

このコースのエネルギー消費量

※おにぎり1個（100ｇ・具なし）＝168Kcalで換算

腰を前に押し出す
（引っ張られる）
感じで。

目線は前方。
高い所から物を
見る感じで。

他のコースは、市のホームページに
掲載しています。

市のホームページで
動画配信中

伊勢のまちを楽しくウォーキング 検 索いせし健康体操 検 索

いせし
健康体操

ケーブルテレビ行政情報番組
（毎時10時・15時・20時～）

放送中

骨盤の上にしっかり
上体を乗せて。

   歩き方のポイント
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今年度も「雑がみ」の分別をよろしくお願いします！

あかかもし

あおかもし

ももかもし

昨年度から頑張っているから、

「雑がみ」の分別はバッチリや！

分からんなぁ…。 まだまだ知らない

ことだらけやなぁ。

ホントに？それなら、「再生資源

回収事業奨励金」って何のことか

知っとる？

あかかもし！知らんだら勉強したらいいんよ。

今年度も、ごみの減量・資源化の取り組みを、市民の皆さんと

一緒に頑張っていこな！

今回は「再生資源回収事業奨励金」について、勉強しましょう!!

①紙類（新聞、雑誌・雑がみ類、段ボール、飲料用紙パック）
②布類
③缶・金属類（スチール缶、アルミ缶）
④リターナブルびん

まずは団体の登録をして、その後、
①交付申請書
②売り渡し業者が発行した伝票
　を提出してください。

何を集めたら、奨励金がもらえるの？ 申請手続きは？

1kg（びんは1本）につき3円

「再生資源回収事業奨励金」を活用してください!!

対象品目

清掃課、各総合支所生活福祉課、各支所
提出先

交付金額

教えて、
ももかもし！

再生資源回収事業奨励金は、市内の自治会・ＰＴＡ・ＮＰＯなどの営利を
目的としない団体を対象に、資源物の回収量に応じて交付しとるんよ。
「資源化」に対する意識向上が目的なんさ。

ごみ収集車で火災が発生しましたごみ収集車で火災が発生しました
　原因は、燃えるごみと一緒に廃棄された「スプレー缶」が収集車内で破裂し、火花が可燃性ガスに
引火したためと考えられます。
　初期消火対応により、大事には至りませんでしたが、誤ったごみの分別は重大な事故になる恐れがあります。
　ごみは正しく分別し、廃棄していただきますよう、よろしくお願いします。
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学
校
教
育
課
（
☎
22－

７
８
８
３　

23－

８
６
４
１
）

「
だ
い
す
き
ひ
ゃ
っ
か
い
」

　
（
小
学
１
年
生
）

　
ぼ
く
は
、い
え
に
か
え
っ
て
、

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
に
、

「
だ
い
す
き
ひ
ゃ
っ
か
い
の
し

ゅ
く
だ
い
が
し
た
い
。」

と
い
い
ま
し
た
。
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
は
、

「
い
い
し
ゅ
く
だ
い
や
な
。」

　
今
回
と
次
回
は
、
学
校
で
の
人
権
教
育
の
取
り
組
み
か
ら
、
小

中
学
生
の
作
文
を
紹
介
し
ま
す
。

と
い
い
ま
し
た
。
ぼ
く
は
、
お

ば
あ
ち
ゃ
ん
に
ぎ
ゅ
っ
と
だ
き

し
め
て
も
ら
い
ま
し
た
。
こ
こ

ろ
が
あ
っ
た
か
く
な
り
、
ね
て

し
ま
う
か
と
お
も
い
ま
し
た
。

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
に
、

「
も
っ
と
あ
っ
た
か
く
さ
せ
て

ね
。」

と
い
っ
た
ら
、
ぎ
ゅ
う
っ
と
し

て
く
れ
ま
し
た
。
お
ば
あ
ち
ゃ

平
成
30
年
度　

人
権
作
文
集
「
人
権
の
芽
」
か
ら

広
告

ん
の
し
ん
ぞ
う
の
お
と
が
き
こ

え
ま
し
た
。
ド
ッ
ク
ン
、
ド
ッ

ク
ン
と
き
こ
え
ま
し
た
。
ず
っ

と
、
い
き
て
い
る
か
ん
じ
が
し

ま
し
た
。
ぼ
く
も
、
お
ば
あ
ち

ゃ
ん
の
こ
と
を
ぎ
ゅ
っ
と
だ
き

し
め
ま
し
た
。

「
だ
い
す
き
。
だ
い
す
き
。」

と
い
っ
ぱ
い
い
い
ま
し
た
。
お

ば
あ
ち
ゃ
ん
は
に
こ
に
こ
し
て

い
ま
し
た
。
ぼ
く
も
に
こ
に
こ

し
て
い
ま
し
た
。
こ
こ
ろ
が
ぽ

か
ぽ
か
し
て
い
ま
し
た
。

「�

私
の
ひ
い
お
ば
あ
ち
ゃ
ん

は
認
知
し
ょ
う
」

　
（
小
学
５
年
生
）

　
私
に
は
、
認
知
し
ょ
う
の
ひ

い
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
い
ま
す
。

認
知
し
ょ
う
は
、
何
で
も
す
ぐ

に
わ
す
れ
て
し
ま
う
病
気
で
、

大
切
な
話
を
し
て
も
、
か
な
し

い
話
を
し
て
も
、
楽
し
い
話
を

し
て
も
、
す
ぐ
に
わ
す
れ
て
し

ま
い
ま
す
。

　
ひ
い
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
い
つ

も
、

「
お
風
呂
い
れ
ま
し
ょ
か
？
」

と
聞
い
て
く
れ
ま
す
。
ま
だ
五

時
な
の
で
、

「
ま
だ
い
い
よ
。」

と
答
え
ま
す
。
す
る
と
そ
の
数

分
後
に
ま
た
、

「
お
風
呂
い
れ
ま
し
ょ
か
？
」

と
聞
い
て
く
れ
ま
す
。
小
さ
か

っ
た
時
は
、
そ
れ
が
と
て
も
不

思
議
で
、
お
母
さ
ん
に
、

「
な
ん
で
？
」

と
聞
い
た
お
ぼ
え
が
あ
り
ま

す
。
何
回
も
同
じ
こ
と
を
聞
か

れ
る
と
、
少
し
ム
カ
ム
カ
し
た

お
母
さ
ん
と
、
ひ
い
お
ば
あ
ち

ゃ
ん
が
ケ
ン
カ
し
た
こ
と
も
あ

り
ま
し
た
。

　
あ
る
日
、
ひ
い
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
が
た
お
れ
て
救
急
車
で
病
院

に
は
こ
ば
れ
ま
し
た
。
私
は
、

「
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
だ
い
じ
ょ
う

ぶ
か
な
？
」
と
、
す
ご
く
不
安

で
し
た
。
入
院
中
の
あ
る
夜
、

「
ひ
い
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
、
病
院

か
ら
パ
ジ
ャ
マ
の
ま
ま
、
ス
リ

ッ
パ
で
歩
い
て
家
に
帰
っ
て
き

た
っ
て
。」

と
聞
き
ま
し
た
。「
寒
く
な
か

っ
た
の
か
な
、
道
に
ま
よ
わ
な

か
っ
た
の
か
な
、
私
な
ら
す
ぐ

に
、
こ
わ
く
て
泣
い
て
し
ま
う

か
も
、
お
な
か
は
す
か
な
か
っ

た
の
か
な
」
と
、
い
ろ
ん
な
こ

と
を
考
え
ま
し
た
。
無
事
に
帰

っ
て
こ
れ
て
心
が
ホ
ッ
と
し
ま

し
た
。

　
私
の
ひ
い
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の

す
ご
い
と
こ
ろ
は
他
に
も
あ
り

ま
す
。
何
を
話
し
た
の
か
は
、

分
か
ら
な
く
て
も
、
家
族
の
名

前
は
ぜ
っ
た
い
に
わ
す
れ
ま
せ

ん
。ひ
い
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
昔
、

ひ
い
お
じ
い
ち
ゃ
ん
と
い
っ
し

ょ
に
お
店
を
し
て
い
た
の
で
、

お
客
さ
ん
の
名
前
と
顔
だ
け
は

覚
え
る
の
が
得
意
だ
っ
た
そ
う

で
す
。
な
の
で
、
今
で
も
人
の

名
前
は
わ
す
れ
ま
せ
ん
。

　
私
の
ひ
い
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は

認
知
し
ょ
う
で
す
。
で
も
、
す

ご
く
元
気
で
や
さ
し
い
人
で

す
。
い
つ
ま
で
も
い
つ
ま
で
も

元
気
で
い
て
ね
！
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伊勢市ボランティア連絡協議会〔八日市場町・福祉健康センター内〕

No.

77
（☎27－2425　　27－2412）

伊勢市ボランティア連絡協議会 ごあいさつ
　青葉若葉がキラキラと輝いています。
　日頃は皆様のご支援に厚く御礼申し上げます。
　先の伊勢市社会福祉大会におきましては、永
年の活動に栄えある賞を受けられました皆様方、
誠におめでとうございます。
　近年は寒暖の激しい気候、天候不順、地球温
暖化による様々な問題等々が生じています。
　自然災害には成すすべもありませんが、私達
は地域のまちづくりや人々との交流を通して、備
えあれば ･････ の体制を広げることも大切です。
　本会では更に地域においてのボランティア活
動者の推進に力を入れ、新年度の目標として取
り組みます。皆様のご参加とご協力をお願いい
たします。
� 伊勢市ボランティア連絡協議会
� 会長　泰道�詞子

伊勢市社会福祉大会

ボランティア団体紹介コーナー
ボランティア団体の活動概要を順次紹介します。
●朗読めばえ
　�司会、舞台朗読などを行っています。
●福祉の店「えがお」「スマイル」
　障がい者就労継続施設の製品販売、交流の場
※活動を希望する人は、伊勢市ボランティア連絡協議会へ
　問い合わせてください。

伊
勢
市
社
会
福
祉
大
会

 

受
賞
者
の
皆
さ
ん

（
伊
勢
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
　
　
　
　
連
絡
協
議
会
関
係
者
）

★
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
功
労
（
個
人
の
部
）

　
○
伊
勢
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会　
　
　
　
　
井
村　
貴
志

　
○
グ
ル
ー
プ
も
ん
ち
ゃ
ん　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
戸
上　
典
子

　
○
グ
ル
ー
プ
も
ん
ち
ゃ
ん　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
濱
口
美
恵
子

　
○
宮
町
ス
ミ
レ
グ
ル
ー
プ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
下
村　
典
子

　
○
手
芸
グ
ル
ー
プ
あ
じ
さ
い　
　
　
　
　
　
　
　
　
倉
井　
好
子

　
○
大
湊
町
高
齢
者
通
所
セ
ン
タ
ー
「
い
こ
い
」　　
杉
村　
敏
子

★
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
功
労
（
個
人
の
部
）

　
○
伊
勢
市
点
訳
奉
仕
グ
ル
ー
プ
「
き
つ
つ
き
」　　
谷
口　
早
苗

　
○
大
湊
町
高
齢
者
通
所
セ
ン
タ
ー　
　
　
　
　
　
　
中
須　
園
子

　
○
花
の
郵
便
局　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
田
中　
克
己

　
○
菜
友
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
上
埜　
明
子

（
敬
称
略
・
順
不
同
）

伊
勢
市
社
会
福
祉
協
議
会 

会
長
表
彰

市
長
感
謝
状
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　4月29日㈷に福祉健康センターで、平成最
後の伊勢市ボランティア連絡協議会総会が開か
れます。
　2018年度の活動報告や2019年度の事業計
画などの発表の後、今最も関心度の高い自然災
害対策についての講演があります。市の防災ア
ドバイザーを講師に招き、講演をしていただき
ます。
　この研修を今後の活動に生かしていきたいと
思います。

福祉や発展途上国の子どもたちの
医療活動・教育に生かされます。

奈良ボ連との会員交流会
　平成29年 11月、奈良市ボランティア連絡
協議会の皆さんをお迎えして交流会を実施し、
今後の活動のあるべき姿について真剣な意見
交換を行いました。
　そこで今度は5月 29日㈬に、奈良市ボラ
ンティア連絡協議会を訪問し、会員交流会を
行います。
　両ボランティア連絡協議会の交流をさらに
深め、今後の活動に生かしていきます。

総会の開催に向けて

資源回収に ご協力を

昨年度の総会の様子

平成29年度の奈良ボ連との交流会の様子
（伊勢音頭でお迎え）

��1．総会� 4月
��2．奈良ボ連との会員交流会� 5月
��3．高柳夜店への出店� 6月
��4．市障がい者体育祭への協力� 6月
��5．ボランティアまつりの開催� 7月
��6．会員交流会� 8月
��7．伊勢まつりへの参加� �10月
��8．ボランティアセンターフェスへの協力�11月
��9．ボランティア会員新年交流会� 1月
10．チャリティー映画会開催� 2月
11．福祉の店「えがお」「スマイル」
� 毎週火～土曜日・10時～ 14時30分
12．伊勢市駅前での案内ボランティア
� 毎週土・日曜日
13．黄色いレシート運動� 毎月11日
　　　（イオン伊勢店･イオンタウン伊勢ララパークで実施）
14．いせぼれんだよりの発行� 年３回
15．リサイクル活動（資源回収）
� 偶数月の第３土曜日
16．ボランティア相談
� 第３土曜日・10時～ 15時

2019年度事業計画

今後の活動予定

　伊勢市ボランティア連絡協議会では、資源
回収を行っています。リサイクル活動にご協
力をお願いします。

と　き　常時、受け付けています
　ボランティア室まで持参していただくか、
連絡をお願いします。

福祉健康センターへ
お届けください

段ボール
新聞紙

アルミ缶

切手
書き損じ
はがき
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　インターネットのサイト業者にお金を支払っただけで、「儲からずに終わってしまう詐欺」が
増加しています。
　この詐欺の誘惑パターンは、

などがあります。その手口を紹介します。

簡単副収入の話に注意 !! メール交換詐欺の被害が急増しています！

教えて
シリーズ消費生活

相談員さん
伊勢市消費生活センター
�������（☎21–5717　 22–5014）

予算額 865 万２千円（うち県補助 10 万円）

事例（詐欺の手口）
Ａさんがスマートフォンで次の広
告に誘われ、サイトへ「登録」を
してしまいました。

Ａさんはメールで何回か相談を受
け、回答（返信）しました。
すると、Ａさんに次のメールが届
きました。

Ａさんは再度、指示どおりにお
金を支払いました。ところがそ
の後、「相談」がなくなりました。
結局、サイト業者から報酬は支
払われず、合計５万円をだまし
取られました。

Ａさんが指示どおりにお金を支
払うと、その後、サイト業者か
ら「報酬」受け取りのメールが
届きました。

●�メールをするだけで稼げるバ
イト。自宅で１日 10分の副業
で２万円稼げる！
●�メールで人の悩み相談を受け
ると、収入が得られる！
●�未経験者でも大丈夫！
●�登録、相談事の受信は無料！

●�現時点での報酬は20万円で、
報酬受け取りには、有料ポイ
ント３万円分が必要です

●�相談の継続には有料ポイント
２万円分が必要です
●�現在のあなたの報酬は 15万円
です。途中でやめ
るともらえません

サイト業者
サイト業者 サイト業者

～分からないことは、消費生活センターに相談を !! ～

◇育児中におすすめ
◇すき間時間にできる簡単な仕事です
◇主婦で平均月収 20万円。最高で 60万円の収入を得ている人もいます
◇毎月の売り上げだけで生活ができます
◇サイドビジネスランキング第１位　など

こんなコトバはご用心！

①「見知らぬ人から大金がもらえる」などの話はあり得ません！
　　（例）「あなたに遺産を差し上げたい」などの場合もあります。

②「副業を始めるにはお金が必要です」と言われた仕事は要注意！
　　※就職するときに、新入社員が会社にお金を支払うことはありません。

③「報酬」を受け取るときに料金を請求されたら、注意しましょう！
　　（例）あなたの返信メールが「文字化け」して解読できない。解除ソフトに５万円が必要です。
　　※請求されるままに支払っても、さらに高額の請求が繰り返されるだけです。
　　※一度お金を支払ってしまうと、取り戻すことは困難です。
　　※業者の実態が定かではなく、支払い先から交渉相手を特定できない場合がほとんどです。

④インターネットで知り合ったメール交換相手を、簡単に信用しないようにしましょう！
　　※特に「相手をよく知らないＳＮＳなどの『知り合い』」には注意しましょう。

被害に遭わないために

①�本人が「すき間時間で儲けたい」と思い、インタ
ーネットで検索し、「誰でもできる簡単な仕事！」
「高収入！」「在宅ワーク！」などの誘い文句から
サイトに誘導され、契約してしまう場合

②�ＳＮＳ（ソーシャル・ネットワーキング・サービス〔ラ
インなど〕) での知人から、「スマートフォンで稼げ
るバイトで儲けている。やってみない
　か」と誘われ、契約してしまう場合
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男
女
共
同
参
画
審
議
会

委
員
を
募
集

市
民
交
流
課

（
☎
21
―
５
５
１
３�

�

21
―
５
６
４
２
）

　
市
で
は
、
男
女
共
同
参
画
の
推

進
に
関
す
る
基
本
的
な
方
針
・
政

策
・
重
要
事
項
を
調
査
・
審
議
す

る
た
め
、
男
女
共
同
参
画
審
議
会

を
設
置
し
て
い
ま
す
。

　
次
の
と
お
り
委
員
を
募
集
し
ま

す
。

資
格　
市
内
に
在
住
ま
た
は
通
勤・

通
学
し
て
い
る
20
歳
以
上
（
平
成

31
年
４
月
１
日
現
在
）
の
人

任
期　
６
月
～
２
０
２
１
年
５
月

（
２
年
間
）

募
集
人
数　
３
人
程
度

申
し
込
み　
５
月
10
日
㈮
（
当
日

消
印
有
効
）
ま
で
に
、
応
募
用
紙

を
直
接
ま
た
は
郵
送・フ
ァ
ク
ス・

Ｅ
メ
ー
ル
で
同
課
（
〒
５
１
６
ー

８
６
０
１
岩
渕
１
丁
目
７
ー
29
、

kouryu@
city.ise.m

ie.jp

）

へ

総
合
型

地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

会
員
を
募
集

ス
ポ
ー
ツ
課

（
☎
22
―
７
８
９
５�

�

23
―
８
６
４
１
）

　
市
内
８
つ
の
「
総
合
型
地
域
ス

ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
」
で
、
２
０
１
９

年
度
の
会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
さ
ま
ざ
ま
な
ス
ポ
ー
ツ
教
室
を

は
じ
め
、
文
化
教
室
も
開
催
し
ま

す
。

申
し
込
み　
直
接
ク
ラ
ブ
へ

※�

市
役
所
・
各
総
合
支
所
・
ス
ポ

ー
ツ
課
（
小
俣
総
合
支
所
・
２

階
）
な
ど
に
、
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ

ブ
合
同
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
が

あ
り
ま
す
。

いせ健幸ポイント
「入会したよポイン
ト」対象事業となり
ます。
詳しくは高齢者支
援課（☎21－5707、
20－8555）へ。

市
民
ふ
れ
あ
い

ス
ポ
カ
ル
ウ
ォ
ー
ク（
第
１
回
）

ス
ポ
ー
ツ
課

（
☎
22
―
７
８
９
５�

�

23
―
８
６
４
１
）

と
き　
４
月
29
日
㈷
、
９
時
30
分

～
（
受
け
付
け
は
９
時
～
）

集
合
場
所　
小
俣
総
合
支
所
前

内
容　
大
仏
山
コ
ー
ス（
約
６
㎞
）

の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

参
加
費　
１
０
０
円（
当
日
持
参
）

持
ち
物　
飲
み
物
・
タ
オ
ル
な
ど

問
い
合
わ
せ
先　
伊
勢
市
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
協
会・奥
田
さ
ん（
☎

０
９
０
ー
７
６
９
６
ー
２
８
６
２
）

※
事
前
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

※�

天
候
不
順
の
場
合
は
、
７
時
に

開
催
可
否
を
決
定
し
ま
す
。

※�
小
学
生
以
下
の
子
ど
も
は
、
大

人
と
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

※
混
雑
が
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、

※�

応
募
用
紙
は
同
課
に
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

掲
載
し
て
い
ま
す
。

伊
勢
ぶ
ん
か
ネ
ッ
ト
の

登
録
団
体
を
募
集

文
化
振
興
課

（
☎
22
―
７
８
８
５�

�

23
―
８
６
４
１
）

　
「
伊
勢
ぶ
ん
か
ネ
ッ
ト
」
は
、

伊
勢
市
を
拠
点
に
活
動
す
る
文
化

団
体
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
た
め
の
情

報
提
供
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
す
。

　
公
的
機
関
に
よ
る
助
成
事
業
の

募
集
情
報
や
登
録
団
体
が
主
催
す

る
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
の
情
報
を
、

同
課
が
フ
ァ
ク
ス
や
Ｅ
メ
ー
ル
を

利
用
し
て
情
報
提
供
を
行
い
ま
す
。

　
随
時
、
登
録
団
体
を
募
集
し
て

い
ま
す
。

申
し
込
み　
申
込
書
を
直
接
ま
た

は
郵
送
で
同
課
（
〒
５
１
９
ー
０

５
９
２
小
俣
町
元
町
５
４
０
）
へ

※�

申
込
書
は
同
課
に
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

掲
載
し
て
い
ま
す
。

※�

平
成
31
年
４
月
現
在
の
登
録
団

体
数
…
１
３
４
団
体

　
で
き
る
限
り
車
の
乗
り
合
わ
せ
、

　

�

ま
た
は
公
共
交
通
機
関
を
利
用

し
て
く
だ
さ
い
。

いせ健幸ポイント
「行きましたポイ
ント」対象事業とな
ります。
（行事番号103）
詳しくは高齢者支
援課（☎21-5707、
20-8555）へ。

毎
月
11
日
は
健
康
の
日

マ
マ
ほ
っ
と
講
座

～
き
も
ち
が「
楽
」に
な
る
子
育
て
～

健
康
課

（
☎
27
―
２
４
３
５�

�

21
―
０
６
８
３
）

　

子
育
て
中
の
お
母
さ
ん
、「
自

分
の
子
育
て
は
間
違
っ
て
い
な
い

か
な
？
」
と
不
安
に
な
っ
た
り
、

悩
ん
だ
り
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
か
。

　
こ
の
講
座
で
は
、
子
育
て
に
関

す
る
相
談
経
験
豊
富
な
講
師
が
、

お
母
さ
ん
の
気
持
ち
が
楽
に
な
る

子
育
て
の
ヒ
ン
ト
を
話
し
ま
す
。

と
き　
５
月
11
日
㈯
、
10
時
～
11

時と
こ
ろ　
中
央
保
健
セ
ン
タ
ー

対
象　
妊
婦
ま
た
は
乳
幼
児
を
子

育
て
中
の
母
親
（
子
ど
も
連
れ
の

参
加
可
）

講
師　
宗
田
美
名
子
さ
ん
（
臨
床

心
理
士
）

定
員　
30
人
（
先
着
順
）

申
し
込
み　

４
月
15
日
㈪
か
ら
、

電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
で
同
課
へ

クラブ名 申し込み
いすずウキウキクラブ 尾西さん（☎090-2349-6254）
厚生総合型スポーツクラブ 藤原さん（☎090-1562-5333）
みそのスポレククラブ 御薗Ｂ＆Ｇ海洋センター内（☎36-4511）
北浜はつらつクラブ 中村さん（☎37-5778）
きだっこクラブ 中山さん（☎090-7683-0099）
おばたスポレククラブASREC 小俣農村環境改善センター内（☎20-7733）
ふたみふれ愛クラブ 姫子松さん（☎090-8420-9488）
有緝わくわくクラブ 事務局（☎090-1628-7040）

総合型地域スポーツクラブ
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参
加
費
な
ど
の
記
載
の
な
い
も
の
は
無
料

催 

し 

物



※ �1 事故につき､ それぞれ 5,000 円は
免責で自己負担となります。

※�傷害補償については、事故発生日から
起算して 180日以内に限ります。

文
化
芸
術
・
ス
ポ
ー
ツ
の

全
国
規
模
以
上
の
大
会
出
場
者
に

激
励
金
を
交
付

　
文
化
芸
術
や
ス
ポ
ー
ツ
の
全
国

規
模
以
上
の
大
会
に
出
場
す
る
個

人･

団
体
に
、
激
励
金
を
交
付
し

て
い
ま
す
。

　
交
付
を
受
け
る
た
め
に
は
、
大

会
開
催
前
日
ま
で
に
申
請
手
続
き

が
必
要
で
す
。

対
象
と
な
る
大
会

◆
文
化
芸
術
大
会
な
ど

◦�

文
部
科
学
省
、
文
化
庁
、
新
聞

社
な
ど
が
主
催･

共
催
ま
た
は

後
援
を
す
る
全
国
規
模
の
大
会

◦�

国
民
文
化
祭
ま
た
は
全
国
学
校

文
化
祭
の
構
成
事
業
と
し
て

全
国
的
に
公
募
を
す
る
大
会

◆
ス
ポ
ー
ツ
大
会
な
ど

◦�

日
本
ス
ポ
ー
ツ
協
会
加
盟
団
体

が
主
催･

共
催
を
す
る
全
国
規

模
の
大
会

◦�

文
部
科
学
省
・
ス
ポ
ー
ツ
庁
が

後
援
を
す
る
大
会

◦�

実
業
団
対
象
の
大
会
、
全
国
健

万
一
、
事
故
な
ど
が
起
こ
っ
て
し

ま
っ
た
場
合
は
、
同
課
へ
相
談
し

て
く
だ
さ
い
。

※�

６
月
以
降
、
補
償
内
容
が
変
更

に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

○
補
償
の
対
象
と
な
る
主
な
活
動

◦�

地
域
社
会
活
動
（
清
掃
、防
犯
、

防
災
、
交
通
安
全
、
パ
ト
ロ
ー

ル
、
祭
り
な
ど
の
活
動
）

◦�

青
少
年
健
全
育
成
活
動
（
子
ど

も
会
、
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
・
ガ

ー
ル
ス
カ
ウ
ト
な
ど
の
活
動
）

◦�

社
会
福
祉
・
奉
仕
活
動
（
高
齢

者
や
障
が
い
者
支
援
な
ど
の
活

動
）

◦�

社
会
教
育
活
動
（
ス
ポ
ー
ツ
、

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
、
文
化
活

動
な
ど
の
指
導
）

◦�

市
主
催
の
前
記
活
動
に
準
じ
る

事
業
へ
の
参
加
お
よ
び
手
伝
い

な
ど

×
補
償
の
対
象
外
と
な
る

　
主
な
活
動

◦�

危
険
度
の
高
い
ス
ポ
ー
ツ
、
危

険
行
為
を
伴
う
祭
礼
な
ど

◦�

政
治
や
宗
教
ま
た
は
営
利
を
目

的
と
す
る
活
動

◦�

懇
親
、
趣
味
な
ど
を
目
的
と
し

た
ス
ポ
ー
ツ
や
文
化
活
動

◦
職
場
や
学
校
な
ど
の
活
動

※�

発
生
し
た
事
故
が
制
度
の
対
象

に
な
る
か
ど
う
か
は
、
活
動
内

容
や
事
故
状
況
な
ど
に
よ
り
ま

す
。
詳
し
く
は
、
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、

同
課
へ
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ

い
。

康
福
祉
祭

対
象　
次
の
要
件
を
全
て
満
た
す

人◦�

地
方
予
選
な
ど
を
経
て
出
場
資

格
を
得
て
い
る

◦�

伊
勢
市
に
住
民
登
録
が
あ
り
、

か
つ
居
住
し
て
い
る

交
付
金
額　
出
場
者
１
人
に
つ
き

１
万
円

予
算
額

文
化
芸
術
大
会
な
ど

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
57
万
円

ス
ポ
ー
ツ
大
会
な
ど　

　
　
　
　
　
　
　
　
５
８
０
万
円

市
民
活
動
補
償
制
度

市
民
交
流
課

（
☎
21
―
５
５
６
３�
�

21
―
５
６
４
２
）

　
市
民
の
皆
さ
ん
が
、地
域
活
動・

ま
ち
づ
く
り
協
議
会
活
動
・
自
治

会
活
動
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な

ど
に
安
心
し
て
積
極
的
に
参
加
で

き
る
よ
う
、
市
が
保
険
料
を
負
担

し
て
補
償
制
度
を
運
営
し
て
い
ま

す
。

　
広
く
公
共
の
利
益
を
目
的
と
し

て
行
う
自
発
的
か
つ
無
報
酬
の
活

動
中
に
事
故
に
遭
っ
た
場
合
や
、

地
域
活
動
の
責
任
者
な
ど
が
誤
っ

て
第
三
者
を
負
傷
さ
せ
た
場
合
に
、

補
償
金
が
給
付
さ
れ
ま
す
。（
下

表
参
照
）

　

事
前
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

市民活動補償制度の補償内容
傷害補償

賠償責任補償

ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険

ス
ポ
ー
ツ
課

（
☎
22
―
７
８
９
５�

�

23
―
８
６
４
１
）

　
ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
は
、
活
動

中
に
生
じ
た
事
故
な
ど
で
け
が
を

し
た
場
合
や
、
他
人
の
物
を
壊
し

た
場
合
な
ど
に
補
償
を
す
る
保
険

で
す
。

　

ス
ポ
ー
ツ
団
体
だ
け
で
な
く
、

文
化
活
動
・
地
域
活
動
・
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
な
ど
を
行
う
団
体
も

加
入
で
き
、
皆
さ
ん
が
安
心
し
て

活
動
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま

す
。

対
象　
４
人
以
上
の
団
体
・
グ
ル

ー
プ

保
険
期
間　
加
入
日
の
翌
日
～
２

０
２
０
年
３
月
31
日
ま
で

申
し
込
み　
加
入
申
込
書
を
指
定

銀
行
へ

※�

加
入
申
込
書
は
、
同
課
（
小
俣

総
合
支
所
・
２
階
）
に
あ
り
ま

す
。

※
公
益
財
団
法
人
ス
ポ
ー
ツ
安
全

　
協
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（

ht

　

�tps://w
w
w
.spokyo.jp

/
sp
o
annet.htm

l

）
で
も

手
続
き
が
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　
公
益
財
団
法
人

ス
ポ
ー
ツ
安
全
協
会
三
重
県
支
部

（
☎
０
５
９
ー
３
７
２
ー
８
１
０

０　

０
５
９
ー
３
７
２
ー
３
８

８
１
）

文
化
振
興
課

（
☎
22
―
７
８
８
５�

�

23
―
８
６
４
１
）

ス
ポ
ー
ツ
課

（
☎
22
―
７
８
９
５�

�

23
―
８
６
４
１
）

区　分 給付額
死亡 1人200万円
後遺障害 上限200万円
入院 1日3,000円（上限180日）
手術 手術の種類に応じて
通院 1日2,000円（上限90日）

区　分 補償限度額

身体賠償 1人1億円
1事故3億円

財物賠償 1事故1,000万円
保管者賠償 1事故500万円

防 犯
防 犯
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コーナー

市
税
の
納
期
限

収
納
推
進
課

（
☎
21
―
５
５
３
７�

�

21
―
５
５
３
５
）

　
平
成
31
年
度
の
市
税
の
納
期
限

は
左
表
の
と
お
り
で
す
。

　
納
期
限
日
は
、
基
本
的
に
納
期

月
の
末
日
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
た
だ
し
、納
期
月
の
末
日
が
土・

日
曜
日
・
祝
日
の
と
き
は
、
次
の

平
日
が
納
期
限
日
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
12
月
は
年
末
の
関
係
で
26

日
が
納
期
限
日
に
な
り
ま
す
。

　
納
付
書
に
は
そ
れ
ぞ
れ
の
納
期

限
日
が
記
載
し
て
あ
り
ま
す
の
で
、

納
期
限
日
を
確
認
し
、
納
付
を
お

願
い
し
ま
す
。

津
な
ぎ
さ
ま
ち
を

利
用
予
定
の
皆
さ
ん
へ

大
型
連
休
期
間
中
は

公
共
交
通
機
関
で

お
越
し
く
だ
さ
い

　
大
型
連
休
期
間
中
（
４
月
27
日

㈯
～
５
月
６
日

（振休）
）
は
、
そ
の
前

日
も
含
め
、
津
な
ぎ
さ
ま
ち
の
全

て
の
駐
車
場
が
満
車
に
な
る
こ
と

が
想
定
さ
れ
ま
す
。

　
津
な
ぎ
さ
ま
ち
へ
お
越
し
の
際

は
、
公
共
交
通
機
関
を
利
用
し
て

く
だ
さ
い
。

仕
事
休や

す

も
っ
化か

計
画

労
使
一
体
と
な
っ
て

計
画
的
に
年
次
有
給
休
暇
を

取
得
し
ま
し
ょ
う

　
労
働
基
準
法
が
改
正
さ
れ
、
４

月
か
ら
、
使
用
者
は
法
定
の
年
次

有
給
休
暇
日
数
が
10
日
以
上
の
全

て
の
労
働
者
に
対
し
、
年
５
日
間

の
年
次
有
給
休
暇
を
確
実
に
取
得

さ
せ
る
こ
と
が
必
要
と
な
り
ま
し

た
。

　
な
お
、
時
間
単
位
の
年
次
有
給

「
安
心
・
簡
単
・
確
実
」
な

　
　
　
　
　
口
座
振
替
の
利
用
を

　
市
税
の
納
付
に
口
座
振
替
を
利

用
す
る
と
、
納
付
の
た
び
に
金
融

機
関
な
ど
へ
出
向
く
必
要
が
な
く
、

う
っ
か
り
納
付
し
忘
れ
る
心
配
も

あ
り
ま
せ
ん
。

　
納
税
通
知
書
・
通
帳
・
通
帳
印

を
持
参
し
、
市
内
の
金
融
機
関
・

ゆ
う
ち
ょ
銀
行
・
郵
便
局
・
市
役

所
・
各
総
合
支
所
生
活
福
祉
課
・

各
支
所
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

緑
の
募
金
に
ご
協
力
を

農
林
水
産
課

（
☎
22
―
０
３
７
０�

�
21
―
５
６
０
５
）

　
森
林
は
、
お
い
し
い
水
や
き
れ

い
な
空
気
を
提
供
す
る
と
と
も

に
、
災
害
や
地
球
温
暖
化
の
防
止

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
恵
み
を
与
え

て
く
れ
ま
す
。

　

皆
さ
ま
か
ら
の
「
緑
の
募
金
」

は
、
自
治
会
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団

体
な
ど
が
行
う
、
き
れ
い
な
ま
ち

並
み
を
守
る
緑
化
活
動
や
森
林
整

備
に
役
立
て
ら
れ
ま
す
。

　
募
金
方
法
な
ど
は
、
同
課
ま
た

は
公
益
社
団
法
人
三
重
県
緑
化
推

進
協
会
（
☎
０
５
９
ー
２
２
４
ー

９
１
０
０　

０
５
９
ー
２
２
４

ー
９
１
１
８
）
へ
問
い
合
わ
せ
て

く
だ
さ
い
。

春
の
募
金
期
間　
５
月
31
日
㈮
ま
で

休
暇
の
取
得
分
は
、
確
実
な
取
得

が
必
要
な
５
日
間
か
ら
差
し
引
く

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　
詳
細
は
、
厚
生
労
働
省
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
の
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
「
年
５
日
の
年
次
有
給
休
暇
の

確
実
な
取
得　
わ
か
り
や
す
い
解

説
」「
年
次
有
給
休
暇
取
得
促
進

特
設
サ
イ
ト
」を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

チ
ャ
レ
ン
ジ
ア
ン
ダ
ー

２
０
０
０
み
え

　
仕
事
中
の
労
働
災
害
は
あ
っ
て

は
な
ら
な
い
も
の
で
す
。
三
重
労

働
局
で
は
、
事
業
場
お
よ
び
労
働

者
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
、
休
業
４

日
以
上
の
死
傷
災
害
年
間
２
０
０

０
件
未
満
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
労
働
災
害
防
止
の
た
め
に
役
立

つ
情
報
を
三
重
労
働
局
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
（

http
://jsite.

m
hlw
.go.jp/m

ie-roudou
kyoku

）に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

平成 31年度　市税の納期限日
第1期 第 2期 第 3期 第4期

市・県民税
（普通徴収） 7月1日㈪ 9月2日㈪ 10月31日㈭ 1月31日㈮

固定資産税
　　・
都市計画税

5月7日㈫ 7月31日㈬ 12月26日㈭ 3月2日㈪

軽自動車税 5月31日（全期）

津
市
交
通
政
策
課

（
☎
０
５
９
―
２
２
９
―
３
１
８
０

�

０
５
９
―
２
２
９
―
３
３
３
６
）

三
重
労
働
局
雇
用
環
境
・
均
等
室

（
☎
０
５
９
―
２
２
６
―
２
１
１
０

�

０
５
９
―
２
２
８
―
２
７
８
５
）

三
重
労
働
局�

健
康
安
全
課

（
☎
０
５
９
―
２
２
６
―
２
１
０
７

�

０
５
９
―
２
２
６
―
２
１
１
７
）

市のホームページで手話動画を
見ることができます。

愛称�トモニー
みんなで手話 伊勢市 検 索

　

上
向
き
に
開
い
た
両
手
を
下
ろ
し
な
が

ら
、
指
を
閉
じ
ま
す
。

障
が
い
福
祉
課
（
☎
21

－

５
５
５
８　

20

－

８
５
５
５
）

「
終
わ
る
、終
わ
り
、～
し
た
（
完
了
）」

※
手
話
表
現
の
一
例
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

手
話
を
覚
え
て
み
よ
う
！
36

　

ろ
う
そ
く
の
炎

が
消
え
る
、ま
た
、

底
に
沈
ん
で
見
え

な
く
な
っ
て
い
く

よ
う
な
イ
メ
ー
ジ

で
す
。

※
諸
説
あ
り
ま
す
。

13 12広報いせ 平成31年４月15日号 広報いせ 平成31年４月15日号



天皇皇后両陛下奉迎提灯行列
御
ご

大
たい

礼
れい

奉祝委員会事務局〔伊勢商工会議所・３階〕
（☎ 65－5181）
時�4 月 17 日㈬、18:30 ～ 19:30（集合時間 18:00、雨
天決行）　所�市営宇治駐車場 B2（宇治交番横）
内�天皇陛下の御譲位に際し、天皇皇后両陛下が行幸啓さ
れるのに伴い、宇治橋まで奉迎の提灯行列を行います。
申�不要

皇學館大学 月例文化講座
皇學館大学�企画部�地域連携推進室
（☎ 22－8635　 27－1704〔代表〕）
時�5 月 11日㈯、14:00 ～ 15:30
所�皇學館大学・4号館 431教室
内�「平安時代の即位礼・大嘗祭」佐野真人さん（研究開発
推進センター助教）　申�不要

第 21 回で愛ふれ愛フェスティバル
いせハンド in ハンド・河口さん
（☎ 090－7603－1023）
時�4 月 28日㈰、12:20 ～ 16:00
所�いせトピア・多目的ホール
内�剣詩舞、大正琴、フラダンス、民謡踊、レクリエーショ
ンダンスなどの舞台発表です。

　国・県・市または教育委員会が共催・後援などをする
イベント情報を案内するコーナーです。参加費などの記
載のないものは無料です。

イベント掲示板

時とき�所ところ�対対象�内内容�定定員�料料金�申申し込み

６月15日号＝４月26日㈮　７月１日号＝５月15日㈬
掲載申し込み締め切り

イベント掲示板＆みんなの広場

玉掛け技能講習会
三重県建設労働組合�伊勢支部
（☎ 23－5535　 28－9031）
時�5 月 13日㈪～ 15日㈬
所�三重県建設労働組合�伊勢支部�第二会館（一之木 4丁
目 644－3）、大仲建設㈱土場（西豊浜町）
対�18 歳になってから、つり上げ荷重 1トン以上のクレー
ンなどの玉掛け補助業務経験が 6カ月以上ある人
定�60 人（先着順）　料�18,000 円　申�事前に同支部へ

いけばな教室
池
いけのぼう

坊・宮井さん（☎ 090－3459－4744）
時�4 月 20 日㈯・5月４日㈷・11 日㈯・18 日㈯、13：
00～ 17：00の都合の良い時間、5月 9日㈭・16日㈭・
23日㈭、18：00～ 21：00の都合の良い時間
※教室は、毎月木・土曜日に開催しています。
所�サンライフ伊勢・2階�研修室（５月４日は２階�会議室）
内�初心者の人を歓迎します。
料�月額 3,000円、花材850円程度　申�事前に宮井さんへ

　市民団体などの皆さんが、イベント案内や会員募集な
どに利用できるコーナーです。参加費などの記載のない
ものは無料です。

みんなの広場

大型連休期間中の休日・夜間応急診療所の診療日

4/27 ～ 5/6 の診療日

4/27 ～ 5/6 以外の診療日

※�診療時間を過ぎると、受け付け・
診察できませんので、早めに
　お越しください。

◆�上表・左表の診療時間・診療科目以外で診察を受けたい場合は、次へ
　問い合わせてください。
　救急医療情報センター　☎ 059-229-1199
　※つながりにくい場合は、時間をおいてかけ直してください。
　医療ネットみえのホームページ　 http://www.qq.pref.mie.lg.jp
　医療ネットみえ　自動音声・FAX案内サービス　☎ 0800-100-1199（通話料無料）
◆�みえ子ども医療ダイヤルでは、医療関係者が子どもの急な病気や
　事故・薬に関する電話相談を受けています。
　相談時間　毎日、19:30 ～翌日 8:00
　電話番号　☎＃8000、☎ 059-232-9955
◆伊勢市および度会郡の医療機関の診療日については、
　市のホームページをご覧ください。

診療科目 診療時間 4/27㈯ 4/28 ㈰ 4/29 ㈷ 4/30 ㈷ 5/1 ㈷ 5/2 ㈷ 5/3 ㈷ 5/4 ㈷ 5/5 ㈷ 5/6(振休)

内　科
小児科

10:00 ～ 12:00 × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
13:00 ～ 17:00 × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
19:30 ～ 22:00 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

歯　科 10:00 ～ 12:00 × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
13:00 ～ 17:00 × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

診療科目 診療日時

内　科�
小児科

月～土曜日 19:30 ～ 22:00

日曜日
祝　日

10:00 ～ 12:00
13:00 ～ 17:00
19:30 ～ 22:00

歯科 日曜日
祝　日

10:00 ～ 12:00
13:00 ～ 17:00

内科・小児科（☎・ 25ー8795）〔福祉健康センター 1階〕　歯科（☎・ 27ー0829）〔福祉健康センター別棟〕

大型連休期間中の
医療機関情報

（市ホームページ）
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大型連休期間中の業務案内 休  休業日　　 ○  業務日（△は一部の窓口のみ）

4 月 5月
27
日
㈯

28
日
㈰

29
日
㈷

30
日
㈷

1
日
㈷

2
日
㈷

3
日
㈷

4
日
㈷

5
日
㈷

6
日

（振休）

市役所・各総合支所・各支所 休 休 休 休
△
婚姻届
専用窓口
のみ

休 休 休 休 休

※5/1は市役所本庁のみ「婚姻届専用窓口」を開設。詳しくは、4ページを参照してください。

伊勢総合病院（☎ 23ー5111� 27ー2315）
休 休 休

△
午前中
のみ

休
△
午前中
のみ

休 休 休 休

※4/30と 5/2 は両日とも「脳神経内科と眼科は休診」です。�
※ 4/30 は皮膚科のみ、午後も診療します。

燃えるごみの収集
　清掃課（☎ 37ー1443� 37ー0189）

月・木地区

休 休 休 休 休
○
臨時
収集

休 休 休 休

火・金地区

休 休 休
○
臨時
収集

休 休 休 休 休 休

資源ステーションでの資源物回収
　清掃課（☎ 37ー1443� 37ー0189） 各地区のごみカレンダーを参照してください。

資源拠点ステーション
　清掃課（☎ 37ー1443� 37ー0189）
（開場時間…9:00 ～ 16:30）

伊勢中央、宇治、船江、中島、城田、佐八、明倫、厚生、神社、早修、
いせトピア、二見、御薗、小俣、明野
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
宮本、沼木、大湊、北浜
休 ○ 休 休 休 休 休 休 ○ 休

伊勢廃棄物投棄場
　清掃課（☎ 37ー1443� 37ー0189） 休 休 休 休 休 休 休 休 休 休

小俣廃棄物投棄場
　清掃課（☎ 37ー1443� 37ー0189） 休 休 休 休 休 休 休 休 休 休

清掃工場（受入時間…8:30 ～ 16:45）
　（☎ 37ー1218� 37ー1740） 休 休 休 ○ ○ ○ 休 休 休 休

伊勢リサイクルプラザ（☎ ･ 38ー2800） 休 休 休 休 休 休 休 休 休 休

し尿くみ取り
　問い合わせは各くみ取り業者へ
※申し込みは早めにお願いします。

伊勢市清掃㈱、山田清掃㈲、㈲近代清掃社、中南勢清掃㈲、㈱南部清掃、
㈲度会玉城衛生、㈱松本清掃
○ 休 休 休 休 休 休 休 休 休
㈱鳥羽産業
休 休 休 休 ○ 休 休 休 休 休

火葬場　伊勢広域環境組合斎場
　（☎ 28ー5120� 28ー5496） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

離宮の湯（☎ 22ー0548） ○ ○ ○ 休 ○ ○ ○ ○ ○ ○
伊勢図書館（☎ 21ー0077� 21ー0078） ○ ○ ○ ○ 休 ○ ○ ○ ○ ○
小俣図書館（☎ 29ー3900� 29ー3902） ○ ○ ○ 休 ○ ○ ○ ○ ○ ○
自動交付機（御薗総合支所入り口横）
　戸籍住民課（☎ 21ー5553� 21ー0010） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

おかげバス
　交通政策課（☎ 21ー5593� 21ー5585）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
※ �4/28 ～ 5/5 は、パーク＆バスライドによる交通規制のため、鹿海・朝熊ルートと
二見ルートは、イオン伊勢店バス停には停まりません。�

沼木バス
　交通政策課（☎ 21ー5593� 21ー5585） ○ 休 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 休 ○

いせ出会い支援センター
　（☎ 21ー1322� 21ー1323） ○ 休 休 休 ○ ○ ○ ○ 休 休

子育て支援センターきらら館
　（☎・ 22ー5592） ○ ○ ○ 休 ○ 休 ○ ○ ○ 休

水道　道路からの漏水を発見したときは、水道管理センター（☎ 23ー3360� 23ー3461）へ連絡してください。
　　　水道メーターから蛇口までの修繕を希望する場合は、伊勢市指定給水装置工事事業者へ依頼してください。
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伊勢市健康医療ダイヤル24 心や体の健康などについて、医師・看護師・保健師などが
年中無休・24時間体制で電話相談に応じています。

広報いせ 第257号 平成31年4月15日発行日
伊勢市発 行

情報戦略局 広報広聴課編 集
株式会社 アイブレーン印 刷

伊勢市情報戦略局 広報広聴課 〒516-8601 伊勢市岩渕1丁目7番29号 0596-21-5515
0596-22-9699FAX 伊勢市役所 検 索

「広報いせ」では、財源を確保するため、一部のページに企業広告を掲載していますが、これらは市が広告主や商品を推奨するものではありません。

0120-220-417 通話料無料
フリーダイヤル 問い合わせ先 健康課（　 27ー2435 　  21ー0683）

ise-koho@city.ise.mie.jp https://www.city.ise.mie.jpURL

FAX

※本サービスは、民間業者に委託をして運営しています 予算額　940万1千円

広報いせ発行事業費〔予算額〕
3,063万円（22回分） この広報紙は、再生紙を使用しています。

視覚障がいのある人で、「声の広報いせ」「点字広報いせ」を希望する人は、障がい福祉課（☎21-5558　　20-8555）へ連絡して
ください。また、「声の広報いせ」は、直近1カ月分を市のホームページに掲載しています。

※申込書は、同課または同協会にあります。
※同課では申し込みできません。
※協賛金は、花火大会の中断・延期・中止など、いかなる場合においても払い戻しません。

観光振興課内・伊勢神宮奉納全国花火大会委員会事務局（☎21– 5542　 28–2404）

　伊勢の夏の夜空を彩る「伊勢神宮奉納全国花火大会」を、
７月13日㈯に宮川河畔（度会橋上流）で開催します。
　この花火大会を支援していただける「伊勢の花火スポンサー

（個人協賛）」を募集します。支援していただいた皆様には、
伊勢の魅力が詰まった素敵な特典を用意しています。

一緒に花火大会を盛り上げましょう！

第 67 回 伊勢神宮奉納全国花火大会

申込方法

申 込 先

申込期限

●公益社団法人 伊勢市観光協会のホームページ
（  https://www.ise-kanko.jp/）から申し込み
●申込書を直接または郵送・ファクスで同協会へ

公益社団法人 伊勢市観光協会
〒516-0074　伊勢市本町16-2
☎28-3705　 27-1049

6月25日㈫

個人協賛を募集


